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1.  平成24年3月期第3四半期の連結業績（平成23年4月1日～平成23年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第3四半期 232,280 90.9 5,234 30.6 6,193 28.2 3,283 14.7
23年3月期第3四半期 121,667 40.1 4,007 167.4 4,831 109.3 2,861 125.1

（注）包括利益 24年3月期第3四半期 2,590百万円 （―％） 23年3月期第3四半期 △84百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第3四半期 77.84 ―

23年3月期第3四半期 67.84 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

24年3月期第3四半期 143,545 75,485 38.6 1,314.25
23年3月期 88,363 55,360 60.2 1,260.69

（参考） 自己資本   24年3月期第3四半期  55,422百万円 23年3月期  53,164百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― 9.00 ― 9.00 18.00
24年3月期 ― 10.00 ―

24年3月期（予想） 10.00 20.00

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  有  
 

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 307,500 91.2 7,300 47.6 8,400 38.4 4,100 13.2 97.23

YAS
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(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  有  

※詳細は、添付資料Ｐ．６「２．サマリー情報（その他）に関する事項（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動」をご覧ください。 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  
※詳細は、添付資料Ｐ．６「２．サマリー情報（その他）に関する事項（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表に対する四
半期レビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、業況の変化
等により上記予想数値と異なる場合があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等について、添付資料Ｐ．５「１．当四
半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他

新規 10社 （社名） Yusen Logistics (UK) Ltd. 他９社 、 除外 2社 （社名）
Yusen Air & Sea Service (France) S.A.
S. 他１社

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無

② ①以外の会計方針の変更   ：  無

③ 会計上の見積りの変更   ：  無

④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期3Q 42,220,800 株 23年3月期 42,220,800 株

② 期末自己株式数 24年3月期3Q 50,774 株 23年3月期 50,734 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期3Q 42,170,048 株 23年3月期3Q 42,170,289 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

① 当第３四半期の概況 

  当第３四半期は、長期化する財政金融問題を抱える欧州や雇用環境に大きな改善が見られない米国など欧米経済

は懸念材料を抱えています。また、世界経済を牽引してきた中国では、金融政策の引き締めや欧米の外需が先細る

なかで景気減速感も懸念されている等、楽観を許さない状況が続きました。 

 国際物流市場は、欧州の景気減速によるアジア発欧州向け貨物の減少や、タイの洪水の影響を受け、アジアを中

心に荷動きが停滞いたしました。 

 世界の貿易を物流でグローバルに下支えする当社グループの当第３四半期の貨物取扱実績は、輸出入海上貨物が

467,773件（前年同四半期比54.1％増）と、日本郵船の物流事業との事業統合が販売面で奏功し、大幅な増加とな

りました。 

 一方、航空貨物は、世界の不安定な経済情勢と日本やタイにおける自然災害が発生した影響を受け、輸出取扱重

量は239,706トン（前年同四半期比7.7％減）、輸入取扱件数は701,421件（同9.8％減）と厳しい取扱いとなりまし

た。 

 ロジスティクスは、欧米において事業統合に伴い、大幅な増収に繋がりました。    

 これらの結果、当社グループの当第３四半期の連結業績は次のとおりとなりました。 

  

② セグメントの業績 

１．日本 

  航空フォワーディングの輸出貨物は、タイの洪水に伴う復旧需要もあり、東南アジア向け貨物は活発な荷動き

を示しました。一方、欧州向け貨物は、景気減速に伴いクリスマスの季節需要も精彩を欠いた荷動きとなりまし

た。荷動きは総じて低迷し、当第３四半期の取扱重量は前年同四半期比8.8％の減少となりました。また、輸入

貨物は、タイの洪水の影響等により、自動車関連部品や電子・電気機器関連品等の部品輸入の荷動きが一時的に

停滞したため、当第３四半期の取扱件数は前年同四半期比10.0％の減少となりました。 

 海上フォワーディングは、当第３四半期（３か月）にタイ向け輸出で洪水の影響を受けたものの、当第３四半

期の輸出入取扱件数は前年同四半期比39.1％の増加となりました。 

 日本発の輸出航空貨物の取扱重量は、総じて頭打ちの状態が続いているため、輸送スペースに逼迫感はなく、

収益性は改善されました。 

 これらの結果、国内連結子会社を含めた営業収益は63,469百万円（前年同四半期比9.5％増）、セグメント利

益（営業利益）は1,096百万円（同175.6％増）となりました。 

  

２．米州 

 航空フォワーディングにおける輸出貨物は、アジア向けの自動車関連部品や医療機器関連品等で安定した取扱

量を確保することができました。この結果、当第３四半期の取扱重量は前年同四半期比3.8％の減少に留まりま

した。輸入貨物は、米国景気の回復テンポも遅く、クリスマスの季節需要が盛り上がりに欠け、落ち着いた荷動

きが続きました。この結果、当第３四半期の取扱件数は前年同四半期比4.0％の減少となりました。 

 海上フォワーディングは、統合による事業拡大に加え、機械や自動車関連部品等の取扱いが堅調に推移し、当

第３四半期（３か月）はアジア向けの輸送需要が増加いたしました。この結果、当第３四半期の輸出入取扱件数

は前年同四半期比48.7％の増加となりました。 

 ロジスティクスは、米国の雇用環境に大きな改善がなく個人消費も足踏み状態が続いていること、中国をはじ

めとしたアジアからの輸入貨物が大きく伸びなかったこと等、厳しい事業環境にありますが、コスト削減が奏功

し、黒字を確保する体質になりました。 

 これらの結果、営業収益は53,814百万円（前年同四半期比429.0％増）、セグメント損失（営業損失）は46百

万円（前年同四半期はセグメント利益579百万円）と第２四半期に比べ縮小できました。 

 なお、１ドルあたりの円換算レートは、当第３四半期が79.33円、前年同四半期が87.46円であります。 

１．当四半期決算に関する定性的情報

  （単位：百万円未満四捨五入） 

  
当第３四半期 
連結累計期間 

前第３四半期 
連結累計期間 

前年同四半期比 

増減 増減率 

営業収益  232,280  121,667  110,613 ％ 90.9

営業利益  5,234  4,007  1,227 ％ 30.6

経常利益  6,193  4,831  1,362 ％ 28.2

四半期純利益  3,283  2,861  422 ％ 14.7
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３．欧州 

 航空フォワーディングにおける輸出貨物は、当第３四半期（３か月）において自動車関連部品を中心に取扱い

が回復したこと、日本向けのボジョレ・ヌーボーやソーラーパネルの取扱いが堅調に推移したこともあり、当第

３四半期の取扱重量は前年同四半期比3.9％の増加となりました。輸入貨物は、前年同四半期の貨物取扱実績を

牽引したアジア発の薄型テレビ関連品の反動減やタイ洪水の影響で東南アジア発の欧州向けの製品輸出が一時的

に滞ったこともあり、当第３四半期における取扱件数は前年同四半期比12.3％の減少となりました。 

 海上フォワーディングは、海上輸送のマーケット自体にピーク感がなく、欧州経済を反映してクリスマスシー

ズンに向けた荷動きも盛り上がりに欠けておりましたが、事業統合による業容の拡大に伴い輸出入で順調に推移

し、当第３四半期の輸出入取扱件数は前年同四半期比89.5％の増加となりました。 

 欧州経済を取り巻く環境は厳しい状況が続いておりますが、ロジスティクスに関しましては、クリスマスシー

ズンに備えて一般消費財や冬物衣料の在庫の積み増し需要を取り込むなど欧州域内物流が堅調に推移いたしまし

た。 

 これらの結果、営業収益は58,893百万円（前年同四半期比423.2％増）、セグメント利益（営業利益）は846百

万円（同93.1％増）となりました。 

 なお、１ユーロあたりの円換算レートは、当第３四半期が112.50円、前年同四半期が114.11円であります。 

  

４．東アジア 

 航空フォワーディングにおける輸出貨物は、当第３四半期（３か月）において日本向け貨物の取扱いが低迷

し、当第３四半期の取扱重量は前年同四半期比17.8％の減少となりました。輸入貨物は、自動車関連部品や半導

体関連品等は荷動きが穏やかに回復しておりますが、前年同四半期の薄型テレビ関連品の反動減も影響し、当第

３四半期の取扱件数は前年同四半期比10.9％の減少となりました。 

 海上フォワーディングは、当第３四半期において薄型テレビ用のガラス基盤やＬＥＤ照明関連品等の取扱いや

アジア域内への輸送需要で貨物取扱量は比較的堅調に推移しました。当第３四半期（３か月）は、北米向けクリ

スマス商品の船積みシーズンは過ぎたものの継続して日本並びに米州向けに安定した取扱量を確保することがで

きました。この結果、当第３四半期の輸出入取扱件数は前年同四半期比39.2％の増加となりました。 

 ロジスティクスの取扱いは大きくないものの、中国国内での自動車関連部品の部材供給の増加や新たに衣料品

の取扱いを獲得する等、堅調に推移しました。  

 これらの結果、営業収益は29,345百万円（前年同四半期比19.4％増）、セグメント利益（営業利益）は1,961

百万円（同30.3％増）となりました。 

  

５．南アジア・オセアニア 

 航空フォワーディングにおける輸出貨物は、東日本大震災の影響を受けて取扱量が一時的に低迷いたしました

が、自動車関連部品を中心に荷動きが緩やかに回復してまいりました。当第３四半期（３か月）に入り、タイで

洪水が発生し一時的に荷動きが停滞いたしましたが、回復需要にも支えられ当第３四半期の取扱重量は前年同四

半期比2.1％の増加となりました。 

 一方、輸入貨物につきましては、洪水に伴いタイ国内の交通網が寸断され、国外からの自動車関連部品や電

子・電気機器等の供給が一時的に低迷したこともあり、当第３四半期の取扱件数は前年同四半期比8.9％の減少

となりました。 

 海上フォワーディングは、当第３四半期においてベトナム発の自動車関連部品の取扱い等が堅調に推移しまし

た。また、事業統合が奏功し、当第３四半期の輸出入取扱件数は前年同四半期比86.6％の大幅な増加となりまし

た。 

 ロジスティクスは、タイの洪水の影響によりサプライチェーンが途絶し、タイ国内物流は自動車関連部品、電

子・電気機器関連品等を中心に貨物取扱いは一時的に停滞いたしましたが、タイにおける事業統合により事業規

模は拡大しました。 

 これらの結果、営業収益は29,641百万円（前年同四半期比47.6％増）、セグメント利益（営業利益）は1,511

百万円(同37.8％増)となりました。 
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（２）連結財政状態に関する定性的情報 

① 資産、負債及び純資産の状況  

 当第３四半期連結会計期間末における総資産は143,545百万円となり、前連結会計年度末に比べ55,182百万円、 

62.5％の増加となりました。これは、現金及び預金が2,847百万円減少した一方で、受取手形及び営業未収入金が 

27,358百万円、有形固定資産が20,881百万円増加したことが主な要因です。 

 負債は68,060百万円となり、前連結会計年度末に比べ35,057百万円、106.2％の増加となりました。これは、  

支払手形及び営業未払金が12,860百万円、長期借入金が7,770百万円それぞれ増加したことが主な要因です。 

 純資産は利益剰余金の増加や為替換算調整勘定の減少等により75,485百万円となり、自己資本比率は38.6％とな

りました。 

  

② キャッシュ・フローの状況  

 当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、2,231百万円の営業活

動による収入、13,120百万円の投資活動による支出、及び2,800百万円の財務活動による収入に、主に日本郵船株

式会社との海外物流事業統合による新規連結に伴う資金の期首残高増加額等を加味した結果、前連結会計年度末に

比べ2,045百万円減少し23,044百万円となりました。 

 各キャッシュ・フローの状況とそれぞれの増減要因は次のとおりであります。 

  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第３四半期連結累計期間において営業活動の結果得られた資金は2,231百万円（前年同四半期比1,892百万円

減）となりました。 

 これは主に営業債権の増加額3,574百万円（前年同四半期比1,996百万円増）、営業債務の減少額695百万円（前

年同四半期は営業債務の増加額685百万円）及び法人税等の支払額2,363百万円（前年同四半期比1,084百万円増）

を計上した一方で、税金等調整前四半期純利益6,665百万円（同2,021百万円増）及び減価償却費3,128百万円（同

1,809百万円増）を計上したこと等によります。 

  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第３四半期連結累計期間において投資活動の結果支出した資金は13,120百万円（前年同四半期比12,787百万円

増）となりました。 

これは主に定期預金の払戻による収入1,628百万円（前年同四半期比693百万円減）を計上した一方で、子会社

株式の取得による支出10,599百万円及び固定資産の取得による支出2,509百万円（前年同四半期比1,523百万円増）

を計上したこと等によります。 

  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第３四半期連結累計期間において財務活動の結果得られた資金は2,800百万円（前年同四半期は1,892百万円の

支出）となりました。 

これは主に長期借入金の返済による支出1,028百万円(前年同四半期比28百万円増）を計上した一方で、長期借

入れによる収入4,000百万円を計上したこと等によります。  
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（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成24年３月期（平成23年４月１日～平成24年３月31日）の連結業績予想につきまして、下記のとおり修正いたし

ます。 

  

① 通期（平成23年４月１日～平成24年３月31日）の連結業績予想 

（単位：百万円未満四捨五入）

（注）上記の予想は現時点において入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでお

   ります。実際の業績等は、今後の様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。  

  

② 修正の理由 

当第３四半期は、大規模な自然災害の影響や欧米景気の影響を受け、貨物取扱実績も総じて低調に推移いたし

ました。米国景気も未だ不安定であり、欧州の財政金融問題も長期化しており、同地域の荷動きも減少傾向にあり

ます。また、東アジアにおいても輸出入貨物の取扱いに陰りが見えはじめており、当社グループを取り巻く環境は

依然厳しい状況が続くものと思われます。 

これらを踏まえ、通期の連結業績予想を上記のとおり修正いたします。 

  

  
営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり
当期純利益 

 前回発表予想(A) 

 (平成23年10月31日発表) 

百万円 

 319,000

百万円 

 7,650

百万円 

 8,400

百万円 

 4,100

円 銭 

 97.23

 今回修正予想(B)  307,500  7,300  8,400  4,100  97.23

 増減額(B)-(A)  △11,500  △350  －  －  －

 増減率 △3.6％ △4.6％ － －  －

（参考）前期実績 

 （平成23年３月期）  160,788  4,947  6,068  3,621  85.85
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（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 平成23年10月31日付で「日本郵船と郵船ロジスティクスの海外事業統合に関する実施状況について(その３)」に

おいて公表しましたとおり、当社と日本郵船株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：工藤泰三。以

下、日本郵船という。）は、物流事業の再編と統合を実施いたしました。日本郵船の連結子会社を存続会社とする

吸収合併及び株式交換による完全子会社化等の結果、以下の会社を当四半期連結累計期間において連結の範囲に含

めております。 

  

 ・Yusen Logistics (France) S.A.S. 

 ・Yusen Logistics (Italy) S.P.A. 

 ・Yusen Logistics (Belgium) N.V. 

 ・Yusen Logistics (UK) Ltd. 

 ・Yusen Logistics (Czech) s.r.o. 

 ・NYK LOGISTICS (AUSTRALIA) PTY.LTD. 

 ・Yusen Logistics (India) Ltd. 

 ・Yusen Logistics (Deutschland) GmbH 

  ・Yusen Logistics (Thailand) Co.,Ltd. 

  ・PT.NYK PUNINAR LOGISTICS INDONESIA 

  

 また、消滅会社であるYusen Air & Sea Service (France) S.A.S.及びYusen Air & Sea Service (Deutschland)

GmbH.を連結の範囲から除外しております。 

   

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

・税金費用の計算 

 税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて計算しております。 

     

   

２．サマリー情報（その他）に関する事項
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成23年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 27,075 24,228

受取手形及び営業未収入金 30,169 57,527

貯蔵品 35 342

繰延税金資産 841 1,739

その他 2,958 6,177

貸倒引当金 △195 △777

流動資産合計 60,883 89,236

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 17,582 34,001

減価償却累計額 △8,711 △14,823

建物及び構築物（純額） 8,871 19,178

機械装置及び運搬具 1,015 11,998

減価償却累計額 △774 △8,727

機械装置及び運搬具（純額） 241 3,271

工具、器具及び備品 4,368 9,541

減価償却累計額 △3,185 △6,774

工具、器具及び備品（純額） 1,183 2,767

土地 6,716 12,508

建設仮勘定 5 173

有形固定資産合計 17,016 37,897

無形固定資産   

のれん 52 2,850

その他 1,048 2,972

無形固定資産合計 1,100 5,822

投資その他の資産   

投資有価証券 2,478 2,869

繰延税金資産 2,254 2,658

その他 4,940 5,385

貸倒引当金 △308 △322

投資その他の資産合計 9,364 10,590

固定資産合計 27,480 54,309

資産合計 88,363 143,545

- 7 -

郵船ロジスティクス(株)（9370）平成24年３月期　第３四半期決算短信



（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成23年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び営業未払金 15,328 28,188

短期借入金 － 1,196

未払法人税等 1,046 1,704

繰延税金負債 2 108

賞与引当金 1,615 1,626

役員賞与引当金 － 56

その他 4,547 15,909

流動負債合計 22,538 48,787

固定負債   

長期借入金 4,500 12,270

繰延税金負債 75 593

退職給付引当金 3,617 3,897

役員退職慰労引当金 356 368

独禁法関連引当金 1,728 1,728

負ののれん 2 0

その他 187 417

固定負債合計 10,465 19,273

負債合計 33,003 68,060

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,301 4,301

資本剰余金 4,812 4,733

利益剰余金 51,375 56,956

自己株式 △69 △69

株主資本合計 60,419 65,921

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 142 89

在外子会社の年金債務調整額 － 12

為替換算調整勘定 △7,397 △10,600

その他の包括利益累計額合計 △7,255 △10,499

少数株主持分 2,196 20,063

純資産合計 55,360 75,485

負債純資産合計 88,363 143,545
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

営業収益 121,667 232,280

営業原価 94,342 193,367

営業総利益 27,325 38,913

販売費及び一般管理費 23,318 33,679

営業利益 4,007 5,234

営業外収益   

受取利息 89 129

受取配当金 26 65

為替差益 442 463

持分法による投資利益 214 429

負ののれん償却額 2 2

その他 130 311

営業外収益合計 903 1,399

営業外費用   

支払利息 18 193

固定資産除却損 38 38

その他 23 209

営業外費用合計 79 440

経常利益 4,831 6,193

特別利益   

投資有価証券売却益 13 38

貸倒引当金戻入額 35 －

会員権売却益 5 －

負ののれん発生益 － 498

特別利益合計 53 536

特別損失   

投資有価証券評価損 160 32

固定資産売却損 － 27

減損損失 66 －

会員権評価損 3 5

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 11 －

特別損失合計 240 64

税金等調整前四半期純利益 4,644 6,665

法人税等 1,433 2,427

少数株主損益調整前四半期純利益 3,211 4,238

少数株主利益 350 955

四半期純利益 2,861 3,283
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 3,211 4,238

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 3 △53

為替換算調整勘定 △3,287 △4,651

持分法適用会社に対する持分相当額 △11 △206

在外子会社の年金債務調整額 － 59

持分変動差額 － 3,203

その他の包括利益合計 △3,295 △1,648

四半期包括利益 △84 2,590

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △283 3,253

少数株主に係る四半期包括利益 199 △663
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 

 至 平成23年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 4,644 6,665

減価償却費 1,319 3,128

固定資産売却損益（△は益） 1 △6

固定資産除却損 38 38

減損損失 66 －

のれん償却額 11 △62

持分法による投資損益（△は益） △214 △429

賞与引当金の増減額（△は減少） △464 △263

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 32 56

退職給付引当金の増減額（△は減少） 187 120

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 2 12

貸倒引当金の増減額（△は減少） 17 95

受取利息及び受取配当金 △115 △194

支払利息 18 193

為替差損益（△は益） 43 58

投資有価証券評価損益（△は益） 160 32

会員権売却損益（△は益） △5 －

会員権評価損 3 5

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 11 －

営業債権の増減額（△は増加） △1,578 △3,574

営業債務の増減額（△は減少） 685 △695

その他 455 △660

小計 5,316 4,519

利息及び配当金の受取額 114 272

利息の支払額 △28 △197

法人税等の支払額 △1,279 △2,363

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,123 2,231

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △1,608 △1,003

定期預金の払戻による収入 2,321 1,628

貸付けによる支出 △6,286 △131

貸付金の回収による収入 6,335 1,212

固定資産の取得による支出 △986 △2,509

固定資産の売却による収入 14 587

投資有価証券の取得による支出 △9 △82

子会社株式の取得による支出 － △10,599

会員権の売却による収入 6 －

事業譲受による支出 △143 △2,288

その他 23 65

投資活動によるキャッシュ・フロー △333 △13,120
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △45 921

長期借入れによる収入 － 4,000

長期借入金の返済による支出 △1,000 △1,028

リース債務の返済による支出 △39 △167

配当金の支払額 △704 △790

少数株主への配当金の支払額 △103 △136

その他 △1 0

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,892 2,800

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,674 △1,753

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 224 △9,842

現金及び現金同等物の期首残高 16,740 25,089

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 7,797

連結子会社の決算期変更に伴う現金及び現金同等物
の期首残高増減額（△は減少）

△64 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 16,900 23,044
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 該当事項はありません。 

   

   

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日） 

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報  

（単位：百万円）

 （注）１．セグメント利益の調整額△９百万円は、セグメント間取引消去であります。 

    ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成23年４月１日 至 平成23年12月31日） 

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報  

（単位：百万円）

 （注）１．セグメント利益の調整額△134百万円は、のれんの償却額等であります。 

    ２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの資産に関する情報 

   当社と日本郵船株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：工藤泰三。）は、海外物流事業の

再編と統合を実施いたしました。これにより、前連結会計年度の末日に比して、当第３四半期連結会計期

間末の「米州」、「欧州」及び「南アジア・オセアニア」の資産の金額が著しく変動しております。当第

３四半期連結会計期間の末日における当該セグメントの資産の金額は、「米州」が21,606百万円（前連結

会計年度比14,342百万円増）、「欧州」が34,950百万円（前連結会計年度比23,772百万円増）、「南アジ

ア・オセアニア」が31,541百万円（前連結会計年度比19,503百万円増）であります。 

   

 該当事項はありません。 

   

   

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報等

  

報告セグメント

調整額 
(注)１ 

四半期連結
損益計算書

計上額 
(注)２ 日本 米州 欧州 東アジア

南アジア・
オセアニア

合計 

営業収益                 

外部顧客への営業収益  57,815  9,658  10,567  23,695  19,932 121,667  － 121,667 

セグメント間の内部営業収益 

又は振替高 
 161  516  688  872  144  2,381  △2,381  －

計  57,976  10,174  11,255  24,567  20,076  124,048  △2,381  121,667

セグメント利益  398  579  438  1,505  1,096  4,016  △9  4,007

  

報告セグメント

調整額 
(注)１ 

四半期連結
損益計算書

計上額 
(注)２ 日本 米州 欧州 東アジア

南アジア・
オセアニア

合計 

営業収益                 

外部顧客への営業収益  63,263  52,714  57,922  28,928  29,453 232,280  －  232,280

セグメント間の内部営業収益 

又は振替高 
 206  1,100  971  417  188  2,882  △2,882  －

計  63,469  53,814 58,893  29,345  29,641  235,162  △2,882  232,280

セグメント利益又は損失（△）  1,096  △46  846  1,961  1,511  5,368  △134  5,234

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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